
電気自動車（EV）充電
市場の見通し
急拡大・競争激化するEV充電市場
高収益成長モデルのあり方とは
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EV充電市場の見通しに関する2024年の注目すべき動向

1）後述（無線）などのその他の技術
BEV:バッテされるワイヤレスリー式電気自動車（6トン未満、6トン超を含む）

欧州でBEVが大量普及するためには
重点項目への取り組みが必要

充電需要が高まる中で、ケーブル充
電が選ばれている

小型・大型車の長期的な電動化に向け
た明確な動き

• 欧州と中国では、2035年に向けた小型車、中型車、
大型車の電動化規制の確度が一段と高まっている

• 車両総重量6トン未満のBEV（バッテリーEV）は、新
車販売台数のシェアが欧州で96％、中国で78％に
達し、全ストック台数のそれぞれ36％、49％になる
見込みである

• 6トン超のBEVは、新車販売台数のシェアが欧州で
62％、中国で41％に達し、全ストック台数のそれぞ
れ22％、26％になる見込みである

• 2023年の新車販売台数に占めるBEVの割合は
16％にとどまっている。欧州委員会（EC）の目標は、
2035年までに95％以上に達することである

• 短期的な変動を克服するために以下の4つの重要項
目に取り組むべきである

i) 手頃な価格のBEVモデルの十分な品揃え

ii) BEVや消耗したバッテリーの適切な残存価値の
算定

iii)充電のアクセス性の改善

iv)料金を含む充電時のユーザー体験の向上

• 欧州と中国の充電需要は2035年までにそれぞれ
400TWh、780TWhを超える見込み

• プライベート充電とパブリック充電の明確な動向： 
75％以上を占めるプライベート充電から、パブリック
急速充電へと需要がシフトしている。中国では同様
の傾向が先行

• ケーブル充電が主要だが、中国を中心にバッテリー
交換が促進されている1）

• 2035年までに欧州と中国で1億5,000万台以上の充
電器と約5万4,000カ所のバッテリー交換ステーショ
ンが必要になる見込み

• 競争が激化するEV充電市場は7つの事業領域で捉
えられる（ハードウェアやソフトウェアのスペシャリス
ト、統合ソリューションのプロバイダー、オーナー兼
オペレーターなど）

• 変動の激しいBEV販売、各国固有のハードウェア、
市場投入のインセンティブなどが成長率に影響を及
ぼしている

• ハードウェアや充電ポイントオペレーター（CPO）事
業ではほんの一握りのプレーヤーしか利益を確保
できていない 

• 上場プレーヤーは企業価値の調整局面を迎えている

• 2023年のM&A（企業合併・買収）件数は減少。ディー
ルの主な促進要因は以下のとおり

i)   拡大しすぎたハードウェア企業の整理・統合

ii) 革新的ソリューションによる資金調達の拡大

iii) パブリック充電オペレーター向け融資

iv)インフラ投資家によるアセットヘビーなCPO事業
への投資拡大

• 成長リスクをヘッジするため、合弁企業（JV）の人気
上昇

利益ある成長の実現は、EVエコシス
テム全体にとって重要な課題である

企業価値は見直され、ディール件数は
減少傾向だが、強みのある案件であ
れば資金調達は可能

EV充電をより広範なエネルギーエコ
システムに組み入れることで、
可能性が広がる

• EV充電はオンサイトの電池・電源と組み合わされ、
より広範な電力ネットワーク上で最適化されるよう、
導入スピードを上げて、需要側のピーク抑制や、先
進的な電力フレキシビリティマーケットへの取引参
入へとその役割を広げつつある

• 収益性の高いビジネスケースは、拠点、地域、国に
よって大きく異なる

• CPO事業をエネルギー事業に転換するためのパー
トナーシップが展開されている
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小型車／大型車の電動化

Strategy& 3
電気自動車（EV）充電市場の見通し



Strategy&

新車販売台数（百万台）

車両のストック台数（百万台）

新車販売台数（百万台）

小型車と大型車の長期的な電動化シフトが鮮明。2035年までに総重量6トン未満の車両の
ストック台数の36～49％、総重量6トン超の22～26％が完全に電動化される見込み

出所：PwC Autofacts分析 1）EU27カ国、英国、EFTA加盟国、 2）バスを含む、3）REEV（レンジエクステンダー付きEVト
ラック）を含む; 4）FCEV（燃料電池車）を除く、BEV = バッテリーEV、BET =バッテリーEVトラック

欧州1）における小型車と大型車のタイプ別販売台数の分布

4

• 欧州：小型から大型の車種の新車
販売台数におけるBEVとBETの
割合は成長を続け、2035年には
それぞれ96％と62％に達する見
込み

• 中国：カーボンニュートラル実現に
向けた中国政府の取り組みを背
景に、2035年の新規販売台数で
は小型や乗用車に占めるBEVの
割合が78％、中大型に占める
BETの割合は41％に達する
見込み

• 全ての車両総重量クラスにわたり
PHEV（プラグインハイブリッド車）
の使用事例は中国の方が欧州よ
りも明確に多い。通常、中国の
PHEVは大容量のバッテリーを搭
載しており、欧州よりも充電需要
への寄与度が大きい

主要なポイント乗用車および小型商用車

車両のストック台数（百万台）

中型車および大型車2）

<6t >6t

26%
62%

97% 94%
75%

38%

3% 6%

0.5 0.6 0.6 0.6

1.1%

29%
66%

96%
77% 65%

30%

16%
8%

6%

4%

1%2%
15 15 16 16

0.5%

36%

96% 94% 80%
62%

2%

2023
5%2%

2025

17%
3%

2030

2%

2035

330 327 317 306

-0.6%

22%

99% 98% 92% 78%

1%

2023
2%

2025

8%

2030 2035

8.5 8.7 8.7 8.9

0.4%

23% 31%
57%

78%12%

69% 57%
35%

8%

8%
2%

20%

27 29 32 33

1.8%

26%
49%

93% 87%
68%

43%

5%2%

2023
10%3%

2025

7%

2030

8%

2035

312 344 398 432

2.7%

22%
41%

97% 94%
73%

54%

3% 6%0%
5%

5%

1.0 1.1 1.1 1.1

1.0%

26%

99% 98% 90%
70%

2023 2025
9%1%

2030

4%

2035

9.8 9.2 9.9 10.1

0.3%

BEV4）

PHEV3）

BEVとPHEV以外

BEV以外
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欧州における
BEVの大量普及への道
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B
EV

の
隙

間
期
間

前期追随層

（17-50%）

後期追随層

（51-84%）

遅滞層

（85%+）

革新者
初期採用層

（0-16%）

欧州のBEV普及に対する一時的な逆風を克服するために、EV産業は以下の4つの重点項
目に取り組む必要がある

出所：Strategy&分析

欧州におけるBEVの大量普及への道
欧州におけるBEVの販売台数の推移 （総自動車販売台数
に占める割合） 2035年までに欧州でEVの大量普及を確実に達成する方法

欧州（公表値） 欧州（Strategy&の予測） ノルウェー（公表値）

手頃な価格のBEVモデル
の十分な品揃え

BEVや消耗バッテリーの
適切な残存価値の算定

充電のアクセス性改善 充電のユーザー体験向上

欧州のBEV販売、マス市場への
移行で伸び悩む

• マクロ経済環境（高金利、
インフレ）は一般的に自
動車購入を後押しする状
況ではない

• BEVに対する政府の
インセンティブに一貫性
がない

• A、B、Cの各量販セグメ
ントに手頃な価格で魅力
的なBEVモデルの供給
が不十分である 

• 最近のBEV新車価格の
値下げや、EVの中古車
市場が未成熟のままで
あることを踏まえ、BEV
の低い残存価値に対し
て懐疑的な見方が広
がっている

• バッテリー寿命への懸念
が中古BEV購入の抑制
要因となっている

• 電力系統の制約や建築
規制によりプライベート・
パブリック充電の大規模
な充電設備展開が制限
されている

• 航続距離に対する懸念
を払しょくするだけの広
いパブリック充電ステー
ション網の不足が引き続
きBEV購入を思いとどま
らせる要因となることが
ある

• 料金水準、透明性の欠如、
質の低いカスタマージャー
ニー

• 現行の単一アプリをベース
としたエコシステムが充電
アクセスの阻害要因となっ
ている

• 不安定なサービスレベル
（アクセス性・空き状況と充
電速度）

• 充電ユーザー体験を向上
させるサポートサービスの
欠如

より安価なBEVモデルの

開発と市場投入・展開を加
速する

料金の透明性、充電器の
信頼性、コスト効率に
よってユーザー体験を
向上する

BEV中古車市場の低い残

存価値を巡る懐疑的な見
方に対処する

パブリックの急速充電セグ
メントを中心にネットワーク
の拡大を加速する

16%

82%

’19 ’20 ’21 ’22 ’23 ’24 ’25 ’26 ’27 ’28 ’29 ’30 ’31 ’32 ’33 ’34 ’35

20%

40%

60%

80%

100%
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2018 2020 2022 2024 2026 2028

MB 
EQS

欧州市場で中価格帯となるB、CセグメントにOEMはターゲットを絞り、手頃な価格のBEV
乗用車の不足に積極的に対処している 

1）全駆動システムを対象に世界販売セグメント別、地域の販売価格クラス別で分類
2）欧州における新BEVモデル導入リスト（非網羅的）
出所：OEMのプレスリリース、Strategy&分析

欧州における乗用車販売台数の分布

例：Fiat 500 例：VW Polo 例：VW Golf 例：VW Passat 例：BMW 5 例：Bentley 
Continental GT

A B C D E F

~0.7

~4.3

~6.0

~2.5

~1.3

~0.0

ラグジュアリー
＋プレミアム

ミドル エントリー

Aセグメント

Fセグメント

現在のBEV販売の大半は、これまで導入されたBEVモデルの選択肢が限定されて
いたこともあり、高価格帯であるD、Eセグメントに集中している。今後は、マス市場
への普及拡大を反映して、より手頃な価格帯であるB、Cセグメントへのモデル投入
が増加するとみられる
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Volvo
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Model 

Y

Honda
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Ioniq 6Renault

Megane 
E-Tech

Nissan
Micra

Kia
EV2
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e-tron
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e-Golf

VW
ID.7

Audi
A3 e-
tron

BMW
i1BYD 

Dolphin

BYD 
Seagull

BEV上位
10モデル

2023年のセグメント・価格帯別の新車販売台数1） の分布、欧州（百万台） 今後のBEVモデルの導入予定2）
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エネルギーとインフラの需要
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• OEM／業界による採用

ケーブル充電がBEVの主要技術に：バッテリー交換は中国で促進され、インダクション充電
はまだパイロット段階、オーバーヘッド充電はニッチ適用のみ

出所：Strategy&分析

充電技術の概要

9

ケーブル充電 バッテリー交換 インダクション充電 オーバーヘッド充電

車両への
適合性

充電速度

ケーブル充電と比較しての
メリット（＋）／デメリット（－）

注目すべき主要トレンド

展開

小型 <6t

中／大型 >6t

AC <22kW

DC >50kW

DC >150kW

DC >500kW

本調査の焦点
欧州との比較で中国のバッテ
リー交換の展開を深掘り分析

OEM採用のウォッチリストに記載 ニッチ適用
のみ

+ （高）電力供給の信頼性
+ 充電時間 
− バッテリー効率
− 物理的なスペース

• ネットワークの展開／資金調達
• OEMによる採用 
• OEM全体にわたる共通規格

• バッテリーバッファリング
• HEMSへの統合
• 高速充電のエネルギー効率

+ 物理的環境ニーズの少なさ
+ 充電プロセスを開始するまでの時間
− 充電速度（現状）

• エネルギー効率
• 改修を避けるためにOEMの採用
• コスト曲線の作成

+ 高速充電
− 高インフラコスト

P
P
P
P
P
P

P
P

P

P
P
P
P

P

P

O

O

標準化 まだ確立されていないまだ確立されていないOEM固有コンバインド充電システム（CCS）／Tesla（米国）

ニッチ適用のみ
パイロット段階、OEMへの展開は

2026年以降の見込み

?
?P P

（P）
再充電セッションと競合

＜10分、通常DC（直流）＞

まだ確立されていない

電気自動車（EV）充電市場の見通し



Strategy&

乗用車および小型商用車

中型車および大型車

住宅
（一戸建て）

集合住宅3）

職場
（オフィス）

営業拠点

公共駐車場

目的地
（ホテル等）

OTG（On-
the-go）2）

欧州と中国における充電需要は、2035年までにそれぞれ400TWh超、780TWh超になる
と見込まれる

1）地域やセグメント内で異なる。実際の充電電力は、グリッドの可用性や車両側の受電能力による、2）On-the-goは、高速道路の
サービスエリア、ガソリンスタンド、ファストフード店などを指す、3）集合住宅には、アクセスカード管理と個別請求が可能な、集合住
宅内のコミュニティ所有の充電ポイントが含まれる
出所：Strategy&分析

充電の使用事例と電力需要

10

標準的な滞在時間

10-60 分間

約8時間

50-350超kW

標準的な速度レンジ1） • 充電ステーションの立地は、バッテ
リー容量と充電速度の他に、アクセス
性や滞在時間によっても決まる

• 小型車：技術の進歩や、ユーザーの
「航続距離への懸念」の解消に伴い、
パブリック急速充電は、充電全体に占
める割合が増加し、On-the-go²)や目
的地での充電が欧州や中国で最も代
表的な使用事例になると見込まれる。
中国ではパブリック充電の人気が高く、
この傾向は今後も続くと予想される

• 大型車：2035年までに電力需要は、
欧州で約145TWh、中国で約
252TWhになる見込みで、欧州と中
国の電力需要の差はBETの普及と
走行距離となるであろう。欧州では、
トラック充電需要の75％がデポの充
電により満たされる。一方、中国では
デポでの充電とバッテリー交換が主
流となり、2035年までにそれぞれ充
電需要の29％、56％をカバーすると
見込まれる

OTG

フリート／デポ

10-60分間

1-6 時間

150-1200超kW

50超kW

88% 86% 80% 75%

12% 14% 20% 25%

2022年 2025年 2030年 2035年

5 10 50 145

75% 71% 63% 55%

13% 14%
14%

15%

12% 15% 23% 30%

17 36 128 259

充電ステーションの立地と使用事例 コメント

64% 52%
36% 29%

15%

31% 39% 53% 56%5%

2023年

9%

2025年

11%

2030年 2035年

9 19 89 252

27% 28% 27% 26%

19% 15% 12%

51% 51% 52% 53%

12%3% 5% 9%

9%

50 95 272 536

プライベート充電

パブリック低速充電器（50kW未満）

パブリック急速充電器（50kW以上）

バッテリー交換ステーション

7-50超 kW

3-50超 kW
8時間超

8時間未満

使用事例別の電力需要、TWh

電気自動車（EV）充電市場の見通し
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その結果、小型車用に約1億5,100万台、大型車用に約120万台の充電装置のインフラが
必要になる：どこでどのような充電をするかは、充電へのアクセスのしやすさで決まる

出所：Strategy&分析

充電インフラ

11

• BEVの普及の拡大により、欧州と中
国で充電インフラ整備の必要性が高
まっている

• 小型車： 充電ポイントの設置拠点数
は、2035年には欧州で約7,600万カ
所、中国で約7,500万カ所に達すると
見込まれる。消費者が自宅や職場で
の充電を選好する傾向があることか
ら、充電ポイントの設置拠点の大半
ではプライベート（低速）充電器が使
用される見込み

• 大型車: 充電ポイントの設置拠点数
は、2035年までに欧州で約58万
8,000カ所、中国では約63万8,000カ
所に達すると見込まれる。短距離輸
送路線を運行する大型車が最初に
電動化され、充電は主に夜間にデポ
で行われ、パブリック充電インフラへ
の依存が減少する見込み。全ての大
型車が電動化に移行することから、
パブリック充電の需要が増加し、充
電ミックスにおける割合が高まると見
込まれる

~6

2023

~1

~12

2025

~2

~39

2030

~1
~4

~71

2035

~7

~13

~41

~76

+19%

~4
~34
2023

~9
~67

2025

~36

~234

2030

~92

~496

2035

~38
~75

~270

~588

+23%

パブリック急速充電器

パブリック低速充電器

プライベート充電器

パブリック急速充電器

デポ充電器

乗用車／小型車用充電ポイントの設置 中型車／大型車用充電ポイントの設置 コメント

~1~2
~6

2023

~2~2

~12

2025

~2~3

~37

2030

~2
~3

~71

2035

~9

~16

~41

~75

+17%

~45

2023

~11
~77

2025

~50

~231

2030

~151

~487

2035

~49
~88

~281

~638

+22%

充電ポイント（単位：100万箇所） 充電ポイント（単位：1,000箇所）

<6t >6t
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バッテリー交換はTCO¹⁾が高いため、欧州ではニッチな分野にとどまると予想されるが、中
国では現地の電力系統の事情により将来性が高い

1) TCO=総所有コスト、2) BESS =バッテリーエネルギー貯蔵システム
出所：Strategy&分析

バッテリー交換の使用事例とコスト

12

ケーブル充電と比較して、バッテリー交換の方
がTCO 1）が高くなる

オペレーションの予測可能性

バッテリー交換は、（物流業務など）充
電パターンが厳密に定義された状況で
使用される場合、うまく機能する可能性
がある

ピーク時の高いエネルギーコスト

ピーク時のエネルギーコストが高い市
場環境では、交換可能なバッテリーを
オフピーク時に充電、またはBESS2か
ら充電することが可能である

高いエネルギー消費量 
バッテリー交換は、エネルギーや電力
の消費量が多い場合に、より有効にな
る可能性がある

車両の利用

バッテリー交換は、車両用途に応じて
柔軟にバッテリー積載量を調整できるメ
リットに加え、高い稼働率での運用を可
能にする

資本コスト

ケーブル充電と比較して、バッテリー交
換にはより多額のインフラ投資が必要
になる

スケーリングの機会

ケーブル充電は、バッテリー交換よりも
設備を拡大・縮小しやすい

エネルギーコスト

充電最適化と定置用蓄電池（BESS2））
によるピーク回避により、ケーブル充電
でもエネルギーコストをバッテリー交換
と同程度まで引き下げることが可能で
ある

欧州ではバッテリー交換はニッチ分野
にとどまると予想される

欧州では、充電環境の安定性と「長航
続距離」バッテリーの開発により、航続
距離への不安が限定的になっており、
バッテリー交換が競争力のある代替手
段になっていない

中国ではインフラ制約によりバッテリー
交換が促進されている

安定性に欠ける中国の電力インフラが
ピーク時に電力を制限する要因となっ
ている

中国では、充電の代替手段として、業
務用乗用車（タクシー）にバッテリー交
換が利用されており、今後大型輸送に
も利用される可能性が高まっている

重要な洞察バッテリー交換の使用事例 バッテリー交換と充電のTCO1）比較

電気自動車（EV）充電市場の見通し
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中国では充電の代替手段として、バッテリー交換が乗用車で利用されており、
今後大型車にも利用される可能性がある

出所：Strategy&分析

中国におけるバッテリー交換

自家用車

タクシー／配
車サービス

大型バン／ト
ラック • 「Choco-SEB」モジュール式バッテ

リー技術やエネルギー貯蔵技術を持
つ中国の車載電池最大手CATLの子
会社のEVOGO

• ターゲットグループは、CATL製バッ
テリーを搭載した複数のOEMブラン
ドのEV（乗用車および商用車）

• 中国でのステーション数： 
− 2023年までに：約30カ所

− 2025年までに：5,000カ所（野心的
な目標）

• 乗用車用バッテリー交換の主要プ
レーヤーであるNIO Power 

• ターゲットグループは、当初はNIO
（上海蔚来汽車）のEVとし、潜在的に
はGeely（吉利汽車）、Chang’An（長
安汽車）、Chery（奇瑞汽車）などの
中国OEM連合による他のEVとする

• 中国でのステーション数： 
− 2023年までに：2,350カ所

− 2025年までに：4,000カ所（野心的
な目標）

「2035年までに、......都市部のタク
シーや配車サービスへの『シェアード
（共有型）』バッテリー交換モードの大
規模な適用を実現する」

中国の「省エネルギー・新エネルギー車
技術ロードマップ2.0」」（2020年10月）よ
り

コスト 充電時間 アクセス性充電体験
テクノロジーサプライヤー2 Aulton（オウルトン：奥動新能源）等

エネルギー企業3 国家電力投資集団有限公司（SPIC）等

バッテリーメーカー4 CATL（寧徳時代新能源科技）のEV向け電池交換
サービス「EVOGO（エボゴー）」等

OEM1 NIO Power（蔚来能源）、SANY（三一重工）等

重要でない 非常に重要

合弁事業の事例

13

乗用車および大型車の充電における重点項目 バッテリー交換プレーヤーの4つの主要なカテゴリー

電気自動車（EV）充電市場の見通し
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その結果、小型車用に約4万カ所、大型車用には約1万4,000カ所のバッテリー交換ステー
ションのインフラが必要となる：利用率によってステーション数が決まる

注：充電ポイント数は、バッテリー交換件数を考慮し、以下の前提で予測。a）BEVのバッテリー交換モデルの販売台数における普及率：25％（2025年）、27％（2030年）、30％（2035年）、b）大型
バン・トラックのバッテリー交換モデルの販売台数における普及率：50％（2025年）、53％（2030年）、56％（2035年） 
出所：Strategy&分析

中国におけるバッテリー交換インフラ、ステーションの設置数（単位：1,000カ所）

14

• 中国政府によるインセンティブ付与と
技術の進歩を背景に、新エネルギー
車（NEV、電動車両の総称）市場の
急拡大する需要に応じて、バッテ
リー交換ステーションの数は今後増
加し続ける

• 小型車は、バッテリー交換モデルの
普及率が徐々に上昇し、2035年まで
に約30％に達する見込み。バッテ
リー交換ステーション数は2035年ま
でに約40,000カ所に増加

• 大型車は、バッテリー交換モデルの
普及率が徐々に上昇し、2035年まで
に約56％に達する見込み。バッテ
リー交換ステーション数は2035年ま
でに約14,000カ所に増加

0.01.9
2023

7.7

5.1

2025

11.6

9.5

2030

19.8

19.8

2035

1.9

12.8

21.1

39.7

+29%

2023 2025 2030 2035

1.7

4.1

6.4

14.3

+20%

乗用車／小型車用バッテリー交換ステーションの設置数 中・大型車用バッテリー交換ステーションの設置数 コメント

実需 過剰投資分

需要に先行し政府
補助金を使用して
初期のバッテリー
交換能力を構築

需要の増加に伴い既存
のインフラを活用

需要の増加に伴い既存
のインフラを活用

電気自動車（EV）充電市場の見通し
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プレーヤーの事業展開領域、
財務パフォーマンス、M&A
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EV充電のバリューチェーンには、充電ポイントのハードウェアから追加のVAS¹⁾
まで、6つの主要な収益プールが存在する

1) VAS=付加価値サービス
出所：Strategy& 分析

主要な収益プールとモデルパラメーター

ユーロ／kWhコスト（電気料
金＋グリッド接続料金）が
CPO（充電ポイントオペレー
ター）に請求される

充電器1台当たりのエンドカ
スタマー価格

充電器1台当たりの月額利
用料

• 充電ポイントを操作・監視
するソフトウェア、すなわち
充電ポイント管理システム
（CPMS）の開発

• 充電ポイントのハードウェ
ア（ACおよびDC充電器）
および必要な付属品の
製造／販売（卸売および
再販／資金調達マージンを
含む）

CPO（充電ポイントオペレー
ター）の充電料金に
一定％上乗せ

• ユーザーへの複数のCPO
ネットワーク（ローミングを
含む）をまたぐ充電サービ
スへのアクセスと管理：e-モ
ビリティサービスプロバイ
ダー（eMSP）

• その他のソフトウェアベー
スサービス

充電器の所有権と立地権か
ら得られる収入

• 不動産の権利、および1つ
または複数の充電ステー
ションの所有権と関連する
CAPEX（資本的支出）

充電ステーションごとのコス
ト、充電器とソケット当たりの
割り当てコスト＋充電器ネッ
トワーク運用・開発コスト

• ハードウェア・サービスの提
供（充電ステーションの全て
の関連コンポーネントの設置
を含む）

• 充電ステーションのネット
ワークの管理／運営（電力
調達、メンテナンス、ITネット
ワーク、カスタマーサービス
など）

• 電力調達契約（発電源証明
書（GoOs）を含む）

• 充電ステーションへ（必要な
電力レベルで）電力供給する
ための必要インフラ運用に対
し責任を負う地域の配電シス
テム運用者

主要な収益手段

組織内または戦略的パートナーシップを用いて、充電プレーヤーごとに収益プールを集約化する傾向がみられる

16

電力供給充電ポイントのハードウェア 充電ポイントのソフトウェア
e-モビリティソフトウェア主導
のVAS（付加価値サービス）

土地と資産 充電器関連サービス

プライベート・パブリック充電セグメントに対する充電市場の構成要素

電気自動車（EV）充電市場の見通し
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既存の競争を踏まえ、EV充電市場において事業を展開する方法は7つに大別
1つまたは複数の収益プールへの参入も可能

出所：Strategy&分析

複数の収益プールをまたいで事業展開する方法 

17

充電ポイントの
ハードウェア

充電ポイントのソフトウェア 土地と資産 電力供給 充電器関連サービス
追加のe-モビリティサービスと
その他サービス

オーナー

充電器が設置されている土地
や充電器を所有する

設置とメンテナンス

充電器の設置とメンテナンス
を行う電気技師

スマート充電ポイントのプロバイダー

充電ハードウェアの開発と製造に加え、スマートかつ統合
可能にするためのソフトウェア

充電ポイントのオペレーター兼オーナー

充電器の調達、設置（外部委託）を行い、かつ所有し、充
電ポイントの運営を自ら行う（土地の権利の所有を除く）

充電ソリューション
のプロバイダー

充電ポイントの設置・運営を
行うワンストップショップ

付加価値サービス
のプロバイダー

充電に関わるサービス（非デ
ジタルおよびデジタル）の
提供

電力調達は
外部パート
ナリングの

傾向

充電ポイントのソフトウエア

他システムとの運用を可能
にし、また他のシステムとの
統合性を高める、ハードウェ
アに依存しないソフトウェア

電力調達は
外部パート
ナリングの

傾向

1 3 4

2

5
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7

ス
ペ
シ
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ビジネス成長とオペレーションの成功の主要なドライバーは、7つの事業展開方法によって
異なる

出所：Strategy&分析

事業展開方法ごとのビジネスモデルの重要な要素

18

CPO（充電ポイントオペレーター）への施設賃貸料や目的地での滞在時間中の支出から収入を得る。また、充電器
の共同所有により使用量連動型のリターンから収入を得ることも考えられる

ソフトウェアの統合運用によって実現される、 EV充電市場の成熟度に応じた既存プレーヤー／エンドユーザーとの
持続可能な収益シェアを獲得する

資産の耐用期間を通じて設置拠点を収益化するためのスマート機能を装着した充電器を、スケーラブル（拡大・縮
小可能）な販売経路を通じて効率的に可能な限り多く販売する

充電ポイント拠点を可能な限り多く確保し、充電ネットワーク全体の電気料金に対する利益マークアップとコスト抑
制を管理することで、電力当たりの収益スループットを最大化する

設置拠点を拡大し、統合された充電ソリューションの提供を通じて土地所有者への収益化を支援する

できるだけ多くの充電器を設置し、カスタマーサポートやハードウェアのメンテナンスの窓口になる

EV充電ハードウェアの展開拡大に伴い、設置拠点での最新ソフトウェアの採用を増やし、使用量と統合運用に対す
るプライシングに特化

3 土地と資産のオーナー

5

設置とメンテナンス

1 スマート充電ポイント
のプロバイダー

7 充電ポイントのオペ
レーター兼オーナー

6 充電ソリューションの
プロバイダー

4

付加価値サービスの
プロバイダー

2 充電ポイントのソフト
ウェア

電気自動車（EV）充電市場の見通し
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⑦充電ポイントオペレーターが最も力強い勢いを見せている一方で、⑥充電ソリューション
のプロバイダーは引き続き黒字化に苦労している

注：会計年度がずれている場合には、暦年と一致するよう調整した
出所：CapitalIQ、Valu8、Eikon、Orbis、企業の財務報告書

一部の事業展開方法の財務パフォーマンスの中央値
2024年の調査と「EV充電市場の見通し2023」との比較

すでに十分確立された市場であり、緩やかだ
が安定した成長を遂げている。いくつかのプ
レーヤーがEBITDAの黒字化を達成している

充電ソリューションのプロバイダーは収益化
に苦労しており、収益性は一段と低下してい
る。とはいえ、市場全体の成長率は引き続き
60％近辺の高水準で推移している

充電ポイント管理システム（CPMS）はごくわ
ずかしか存在しておらず、明確な兆候は確認
できていない。今後、より多くのプレーヤーが
参入すると予想される（例：デンマークの
Monta）

市場全体のモメンタムは力強く、売上高（中
央値）はほぼ倍増しており、BEVの販売台数
の増加と利用率の上昇に伴い、黒字化に向
かっている

19

スマート充電ポイントのプロバイダー1 充電ソリューションのプロバイダー6 充電ポイントのオペレーター兼オーナー7 充電ポイント管理ソフトウェア2

売上（百万ユーロ）
売上CAGR（％）
EBITDA（％）

中間値

売上（百万ユーロ）
売上CAGR（％）
EBITDA （％）

中間値
売上（百万ユーロ）
売上CAGR（％）
EBITDA（％）

中間値売上高（百アッmンユーロ 売
売上（百万ユーロ）
売上CAGR（％）
EBITDA（％）

中間値

 「EV充電市場の見通し2023」以降の変動

134 121
32 39
-5 5

129 106
59 49

-73 -18

54 30
102 78
-47 -83

4 1
105 43
-94 -50

売上高別規模（百万ユーロ、参考値）

売上CAGR（年平均成長率）
（％、 2020～2023年）
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KEBA2） Garo

充電プレーヤーは引き続き急成長を遂げており、2020～2023年の売上高CAGRは40～
80％。一方、これまでEBITDAの黒字化を達成した①ハードウェアプロバイダーと⑦CPO
プロバイダーはほんの数社である

注：会計年度がずれている場合には、暦年と一致するよう調整した。1）2023年度の財務報告書が公表されていない場合、2022年度のEBITDAの％値、2020～2022年の売上
高CAGR、2022年の売上高を使用、2）2021～2022年の売上高CAGR、2022年の売上高を使用、3）2021～2023年の売上高CAGR、2023年の売上高を使用
出所：Capital IQ、Valu8、Eikon、Orbis、企業の財務報告書

事業展開方法ごとの一部のプレーヤーの財務パフォーマンス
2023年1）2）3） のEBITDAマージン（％）と2020～2023年1）2）3） の売上高CAGR（年平均成長率）（％）

売上高別規模（百万ユーロ、参考値）

いくつかのプレーヤーはすでに1億ユーロを
超える売上高を上げており、残りのプレー
ヤーの成長や収益性にはばらつきがある。
しかし、大規模のプレーヤーは黒字化を達成
している

選択されたプレーヤーの売上高は力強い伸
びを示しているが、EBITDAは依然としてマイ
ナスである。1億ユーロ超の売上高を達成し
ている大規模プレーヤーは少数

初期採用段階や成長段階ではEBITDAが赤
字となったが、新規プレーヤーの市場参入に
より、売上高全体の伸びは最高に達している

ネットワークの拡大と低利用率を背景に
EBITDAが赤字となっているが、BEVの販売
台数とフリート台数の増加が売上高の伸びを
押し上げている

20

売上高CAGR（％、2020～2023年）

スマート充電ポイントのプロバイダー1 充電ソリューションのプロバイダー6 充電ポイントのオペレーター兼オーナー7 充電ポイント管理ソフトウェア2
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2023
3.1

2024
1.2

2024
1.7

2023
3.0

2023
5.6

2024
3.9

1）（2023年推定値）は2023年4月26日現在の推定値、（2024年推定値）は2024年4月3日現在の推定値
出所：Capital IQ、Strategy&分析

上場プレーヤーの事業展開方法ごとの企業価値／売上高倍率（2023年推定値、2024年推定値）1） 

21

直近12ヵ月の売上不振を受け、企業価値／予想売上高倍率
は2倍程度まで低下した。その一方で、成長率の予想以上の
低迷を受けて、成長率予想も再調整された：Kempowerは
DC充電器の強みを背景に優れた成果を示した

充電ソリューションのプロバイダーについては、依然として黒
字化への明確な道筋が見えないことから、企業価値が大幅
に調整された：Compleoは倒産後、上場廃止となり非公開化
された

選択されたプレーヤーはCPOの中では高い企業価値を
維持しているが、米国のプレーヤーの企業価値は最も大
きく低下した：Fastnedは高い企業価値を維持しており
ネットワーク拡大も継続しているが、2023年にはEBITDA
が損益分岐点に達した

3.7

1.1

Blink 
Charging

-70%

スマート充電ポイントのプロバイダー 充電ソリューションのプロバイダー 充電ポイントのオペレーター兼オーナー

6.3

2.7

Kempower

-57%

2.9

1.6

Alfen

-44%

2.1

0.7

Zaptec

-66%

2.1
1.6

Wallbox

-26%

1.6 2.0

CTEK

+23%

企業価値／予想売上高
（2023年推定値）1）

企業価値／予想売上高
（2024年推定値）1）

4.2

1.3

Chargepoint

-69%

6.6

ABB

0.9

Podpoint

n/a 0.1

Compleo

7.9

3.2

EVGO

-60%
8.5

5.8

Fastned

-31%

3.1
2.7

Allego

-13%

Volta

~3.0

企業価値／予想売上高
（2023年推定値）1）

企業価値／予想売上高
（2024年推定値）1）

Compleoは2022年
12月の破産申請後、
2023年5月に
Kostalにより買収さ
れた

2023年2月のIPO
前の第三者割当
増資から Voltaは2023年3月

にShellにより買収
された

企業価値／予想売上高
（2023年推定値）1）

企業価値／予想売上高
（2024年推定値）1）

企業価値／売上高倍率は直近12ヵ月間ベースで30～70％低下：①⑥ソリューションプロ
バイダーは苦戦。KempowerとFastnedは同業の中で倍率が際立っている

1 6 7
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さまざまな業界プレーヤーが、既存事業での成長やM&Aを通じて、EVバリューチェーン
全体で重要なポジションを積極的に築いている

出所：Pitchbook、PwC Strategy&分析 

EV充電市場の業界再編者の典型

22

• EV充電市場で確立された
企業 

• ハードウェアへの追加投資
（新製品や海外展開）や、ソ
リューションの提供を強化す
るための追加のソフトウェア
やサービスを通じてEV充電
ポートフォリオを拡大する機
会を追求する

EV充電市場

で活用される
能力

• 上流下流両方の活動で長
年活躍している企業

• 焦点は徐々に再生可能エ
ネルギーや隣接市場への
水平展開にシフトしている

• 通常、直接またはパート
ナーを通じて、燃料および
小売セグメントで積極的に
事業活動を行っている

• 家庭や企業に電力を供給す
るエネルギープロバイダー

• アセットライト（高い資本効
率）なソリューションとアセッ
トヘビー（資本集約的）な
CPO＋オーナーシップモデ
ルの両方の領域で事業を展
開する

• アセットヘビーなビジネスモ
デルについては、資金提供
者との共同所有に向けた動
きが加速している

• EVメーカーやEV関連のサ
プライヤーは、EV充電市
場に参画する好機を見出
している

• M&A、合弁事業（JV）、社
内での自律的な能力開発
を組み合わせて実行する
ことが成功には必要

• 成功した先行企業は通常、
投資会社などから資金を
集め、さらなるM&A展開の
プラットフォームとして利用
される

• インフラファンドがCPO兼
オーナーを買収する一方で、
伝統的なPEファンドはハー
ドウェア、ソフトウェア、サー
ビス分野全体で幅広く
M&Aの機会を模索する

電力充電ポイントのハードウェア 充電ポイントのソフトウェア 追加的な付加価値土地と資産 サービス 単一の／明らかな関連性がない

自動車販売拠点はB2C向け充
電機器販売のキーとなる

既存の研究開発（R&D）能力

既存のサービスパートナーとの
関係性

EVエコシステムによる顧客囲い
込み

早期の成功事業者を買収し、能
力を強化

隣接市場からレガシーを引き継
がず、「白紙の状態」から開始

資本へのアクセス

ネットワークとパートナーシップ

魅力的な立地のガソリンスタン
ドのオーナー

エネルギー市場に関する深い
知識

既存のサービスパートナーとの
関係性

燃料と小売セグメントを通じて確
立された顧客基盤

エネルギー市場に関する深い
知識

エネルギー供給を通じて確立さ
れた顧客基盤

自社生産／契約によるエネル
ギーへのアクセス

高度なメータリングと需給調整に
よる系統運用への統合

ハードウェア重視で、生産と
サービスの能力を有している

EV充電事業を専業としている

EV充電事業の運営方法に関す
る知識

既存の充電ネットワークを通じて
確立された顧客基盤

業界プレーヤー 石油・ガス 公益事業 自動車 資金提供者A B C D E

説明

電気自動車（EV）充電市場の見通し
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2024年のM&A取引の件数は2021～2023年の範囲内にとどまっているが、開示された
M&A取引金額は2021年と比較して半分以下となっている

出所：PitchBook、Strategy&分析

ディール件数と開示されたディールの取引金額

23

64 87 114 118 139

256
179

222
31

48
61 64

60

95

147
135

2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年 2023年

95
135

175 182 199

351
326

357
+21%

2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年 2023年

1.0
2.4

4.6

1.1

8.7

15.9

9.3

6.2

+30%

不開示

開示

10億ユーロ

ディール件数 取引金額 （開示された取引）

所在地：米国；欧州；アジア>東アジア>中国；中東 > イスラエル；本社（HQ）のみ検索

新興分野（Emerging Spaces）：エネルギー > 電気自動車の充電インフラ

キーワード：電気自動車の充電；EV充電、パブリック充電インフラ、車両充電、充電ソフトウェア、
充電ソリューション、充電インフラ、新興分野またはキーワードを検索 

取引日：2012年1月1日から

ディールオプション： 完全な取引（full transaction）を検索ディール状況：完了済み・公表済み／進行中 
ディールタイプ：全バイアウトタイプ、その他のプラーベートエクイティタイプ、ベンチャーキャピタルの全
ステージ、全ラウンドナンバー（概数）、全シリーズ、M&A／支配株主の取引、非支配株主の取引、
その他のM&A取引、公共投資>IPO（新規株式公開）、全ての一般的な負債

電気自動車（EV）充電市場の見通し
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幅広いエコシステムでのEV充電 

Strategy& 24
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拠点内でのバッテリー貯蔵
電力系統への連系の必要なく拠点内で
安価なバッテリー貯蔵を行う 

拠点内での発電
電力系統への連系の必要なく
拠点内で安価な発電を行う

高出力充電ステーション
充電ステーションの合計出力は最
大900kW

CPO、充電拠点のオーナー、およびその他のプレーヤーは、EV充電を進化するエネル
ギーエコシステムに組み入れることで、さらなる価値を引き出すことができる

出所：Strategy&分析

最適化された充電・フレキシビリティ電力市場のエコシステム

25

充電ステーション／ハブ
（中心拠点）

電力系統プロバイダー
電力系統の運用、電気料金の
徴収、託送料金の徴収

系統連系

DSO（配電系統オペレーター）
他のグリッド参加者（バッテ
リーのオーナーなど）との契約
を通じてグリッドの安定性を確
保する

フレキシビリティ市場

アグリゲーター
FCR（一次調整力）市場に参
加するための最低要件に到
達するために、さまざまな資
産オーナーからの電力容量を
束ねる

アグリゲーター（電
力の需給バランスを
束ねる中間事業者）

固定型

可動型

フレキシビリティ市場
一部の国では、BESS（バッテ
リーエネルギー貯蔵システム）
やEVは、フレキシビリティ市
場でTSO（一般送配電事業
者）に周波数調整などのサー
ビスを提供するために使用さ
れている。これにより追加の
収益が生み出されている

データの集約・交換

充電ポイントへ
直接給電

必要に応じて
電力を貯蔵

バッテリーによる
充電ポイントへ
の給電

電力系統の増強が進ま
ないなか、EV充電拠点

を構築するためには、電
池と電源が必要に
なる

BESSを通じて電力基本

料金のピークを回避し、
より安価な電力料金を利
用する：顧客により安価
な料金で充電サービスを
提供し、競争力を高める

近い将来に、電力フレキ
シビリティ市場取引での
新たな収益源が、単一拠
点や集約拠点における
充電収益を補完すること
になる 

電気自動車（EV）充電市場の見通し
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潜在的な追加収益とコスト削減は、必要とされるCAPEX（資本的支出）やOPEX（運用費
用）の複雑さと比較検討されるべきである

出所：Strategy&分析

投資対効果の考察

26

複雑さのレベル標準的なケース

拠点内での再生可能エネルギーの
発電、電力の貯蔵、充電などの統合
により、充電コストと追加収益を最適
化する

電力価格とピーク需要のリスク
ヘッジのためにBESSを利用

十分なグリッドインフラがない場所で、
可動式バッテリーを使用して好調な
充電需要に対応し、充電収益やその
他の収益を生み出す。グリッド料金の
削減や、ピーク時の電力価格を回避
することによってOPEXを削減する

（半）可動式充電ステーション

FCR（周波数制御予備力）やFFR
（周波数回復予備力）などのグリッド
サービスを提供するために、BESSを
組み込むことにより追加収益を生み
出す

フレキシビリティ市場への参入 

充電ポイントとエネルギー管理の統
合を活用してあらゆる収益源を最大
化し、さらに電力料金とグリッド料金
を予測に基づいて最小化することに
よりOPEXを削減する

完全に統合され、集約化され
たソリューション

グリッドを介した充電インフラで、
現行のスポット価格の電力に基
づいて顧客にサービスを提供
する

基本的な充電インフラ
を提供する +

グリッドからの電力を消
費し、充電ポイントで直
接販売する

好立地への早期アクセスとグ
リッド料金の軽減／引き下げ

グリッドの拡張が
約2年遅れ

高価格時間帯／充電ピーク時に電
力を販売する

低価格時間帯に発電／
購入した電力を蓄電
する

ローカルのDSO（配電系統オペレーター）
フレキシビリティ市場向けにバッテリー容
量を販売する

データとスマートエネ
ルギー管理ソリュー
ションを活用した総合
的なアプローチ

データの
集約・交換

++

魅力的なビジネスケースを引き出すためには、各プレーヤーは全ての使用事例を考慮に入れ、
必要なCAPEXやオペレーションの複雑さを社内に取り込む能力と比較検討する必要がある

電気自動車（EV）充電市場の見通し
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今後の利益ある成長のための考慮事項（事業展開分野ごと）

1）第三者には通常、インフラファンドなどのファイナンシャルスポンサーや借入による資金調達が含まれる
出所：Strategy&分析 27

スマート充電ポイン
トのプロバイダー

充電ポイント管理
ソフトウェア

設置業者と
メンテナンス

付加価値サービス
のプロバイダー

充電ソリューション
のプロバイダー

土地と資産の
オーナー

充電ポイントのオペ
レーター兼オーナー

2 3 4 5 6 71

• 製品の生涯価値（ソフ
トウェアとサービスで
継続的に得られる収
益）と、より広範なエ
ネルギー／モビリティ
のエコシステムへの
統合を念頭に置いて
ハードウェアを設計
する

• エンドユーザーとシス
テム設置業者による
充電ポイント導入を
促進するため、販売
チャネルとパートナー
ネットワークの開発に
重点的に取り組む

• グローバル生産（自
社生産／委託製造）
と品質管理（国レベル
のコンプライアンスを
含む）の規模拡大

• 充電ポイントを効率
的に運用するための
重要な機能性を含め
た明確な顧客価値を
提案

• コスト基盤の拡大ま
たは縮小を可能にす
るために、セルフサー
ビス販売とマーケティ
ングを備えたクラウド
ベースのソリューショ
ンに注力

• 最新のユーザーイン
ターフェイスを開発し、
集中的な連携により
取得したデータで洞
察を生み出し、稼動
時間を増加。「マー
ケットプレイス（電子
取引市場）」を創設し
て、普及率と規模の
拡大を図る

• 所有形態の選択肢
（土地のみ、土地＋
充電インフラ）を検討
する

• 消費者に魅力的な付
帯サービスを提供し、
充電ポイントの所在
地に他の企業を誘致
する

• 拠点内での発電や蓄
電、電力エコシステム
による追加収益を評
価する

• ハードウェアプロバイ
ダーの主力の再販
パートナーになる（太
陽光や蓄電池とのバ
ンドリングを含む）

• 地元との密着性と顧
客との近接性を維持
する

• 強力なアフターサー
ビスを開発する

• シームレスなEV充電
のユーザー体験（料
金の透明性を含む）
を可能にする

• より広範な充電やエ
ネルギーのエコシス
テムとの統合

• 取得したデータを活
用し、洞察と分析を通
じて価値を高める

• ボリュームベースの
価格設定で継続的収
益の割合を増やす

• 明確な立地戦略（パ
ブリック充電／フリー
ト充電）を策定。適切
な契約期間で早期に
重要な拠点を確保し、
グリッドの可用性に合
せて最適化する

• 顧客中心の統合（自
動車／経路の設定、
支払い、滞在時間の
魅力）に注力する

• コストベース管理
（ハードウェア、電気
料金）と優れた運営で、
競争力のあるエンド
ユーザー価格を提供
する

• 自社の資金供給と第
三者1）からの資金調
達を最適化する

• ソフトウェアを主体と
し、ハードウェアは委
託製造業者からの供
給とする

• 顧客を中心に考え、
経路・基礎の両充電
セグメント、製品バン
ドル、ファイナンス、
サービス、エネル
ギーを統合して顧客
体験を向上する

• コストベースの管理と
資本への強力なアク
セスを維持しながら、
収益性を拡大する

Strategy&
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日本の見通し
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国内では、翌期ラインナップを見ても、乗用・商用ともに軽自動車からEV市場が
立ち上がりつつある

*2022年登録台数

OEM各社の主なEVラインナップ

29

EVブランド

発売

価格

電池容量

日産

乗用車 商用車

メーカー

リーフ アリア サクラ eKクロス EV ミニキャブ EV

三菱
三菱ホンダ

2010年 2022年 2022年 2022年 2024年10月 2023年12月

370.9万円～ 539万円～ 239.9万円～ 256.8万円～ 243.9万円～ 243.1万円～

40kWh・60kWh 66kWh・91kWh 20kWh 20kWh 27kWh 20kWh

前身ミニキャブ
MiEV（2011年）
累計1万3千台

N-VAN e:

累計10万台*

NMKV

N/A累計1万台*累計16.7万台*国内販売

電気自動車（EV）充電市場の見通し
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10.3% 18.8%

15.1%

10.4%

18.2%

22.0%

25.6%

37.1%

22.8%

22.0%

27.3%

35.6%

17.0%

13.1%

9.0%

5.0%

8.7%

1.2%1.2%

EV見込み客も、比較的小型かつ短距離移動に適した車両を選好しており、自宅や勤務先
などで充電する基礎充電の比率が高いことがうかがえる

出所：PwC Strategy& 第4回eReadiness調査 2023年報告書

主要国におけるEV見込み客が望む車両
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3.4%

4.7%

7.1%

6.0%

2.2%
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中小配送業者が大部分を占める商用・軽EVユーザーは、TCO改善につながるV2G¹⁾を
含むエネルギーサービスニーズが高いと想定
BEVの経済性

31

ICEVの
実質顧客負担額

BEV TCO その他
付随価値

BEVの実質
顧客負担額

R&D費

直接
材料費

販管費

再販・再利用
価値

補助金
（直接／間接）

利益

ダイレクト
チャネル化

長期的には減額・廃止

周辺事業の機会

• V1G²) 、V2B³) による
電力コスト削減

• V2Gによる市場取引収入

• 環境価値取引による収入

充電・電力
費用

1)V2G=ビークル・トゥー・グリッド。電力系統から車載電池への充電に加え、車載電池から電力系統への放電も需給調整に活用すること
2)電力系統から車載電池への充電タイミング、充電出力をコントロールすること 3)V2B=ビークル・トゥー・ビルディング。車載電池と建物の間で電力を相互供給すること

製造費

電気自動車（EV）充電市場の見通し
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一方で、国内のEVおよび充電サービスは、電力系統運用への活用に向けた制御・データ
流通環境の整備が追い付いていない

1) ビジネスポジションは機能として想定されるものを表示しており、実態としてはACとRA機能が統合されているケースもある
2) DER: Distributed Energy Resources（分散電源）, DSR: Demand Side Resources（需要側需給リソース）, RAのリソース調達において、DSRには取り組まないケースとDSRを含むDER全体に取り組むケースがある
3) SOH：「State of Health」の略で、健全度や劣化状態を表す指標

日本国内におけるV2G実現に向けた課題
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EV

CPO
EV充電網を構築、
充電器を監視・制御

eMSP
アプリを介して、 

充電サービスを提供

リソース提供
（kW/ΔkW/kWh）

発動

• 調整力提供（kW/ΔkW）

リソース提供
（kW/ΔkW/kWh）

アグリゲーター1) （RA）
エネルギーリソースを束ねて売却

アグリゲーター1) （RA）
エネルギーリソースを束ねて売却

発動

火力
揚水

蓄電池 ヒートポンプ その他

• 位置・価格情報
• 決済
• 最適経路等

充電情報

監視・制御

充電器
充電

自動車OEM
充電状況や
SOH3)管理データ連携

再エネ再エネ増加で不安定化

EV車両

データ連携1

2

日本のV2G環境上の主な課題

1 普通充電器に通信機能がない
• アグリゲーターのEV充放電コントロールは、

充電器経由での通信制御が先行しているが、車
両経由も検討されている

（欧米では、通信機能付きの普通充電器が普及
しているため）

充電器から車両の充電データが取得できない

• 調整電源余力を判断するには車両側の充電量
の把握が必須

• 欧州のCCS規格は、普通充電時も、充電器にて
EV車載電池の充電状態を把握する通信プロトコ
ルを定義

2

系統

DER2）

DSR2）

親アグリゲーター1)（AC）
RAの電力を束ねて取引市場・小売事業者等に提供

その他
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EVから電力供給可能な電力量の判定に車両の充電データは必須。欧米では車両データ
の取得ルートは複数構築されつつある

1) SOC: State of Chargeの略。バッテリーの充電率または充電状態を表す指標のこと

米国の車両データ取得ルート例

33

OEMによる中立的データ提供サーバーや
提携アグリゲータへの個別連携などが
存在

第三者がOEMサーバーからデータ提供を

受け、アグリゲーターに提供するビジネス
が米国で出現

充電器からスマートメーター経由でアグリ
ゲーターにデータ連携。標準化業界団体
が2024年4月に通信プロトコル案を発表

ユーザーのスマートフォン経由でOEM
サーバーにアクセスし充電サービスに用
いるデータを提供する企業が出現

車載式故障診断装置（OBD）ポート経由

の通信により収集した車両データを活用し
たDR実証を米国電気事業者が実施

欧米のCCS対応充電器が今後新たに普

及する見込みで、その場合は充電器経由
でSOC1)情報取得が可能

1

2

3

4

5

6バッテリー

BMS（バッテリーマネジメントシステム）

OBD
5

OEM経由 EVユーザー経由 サードパーティ経由 充電器経由
A B C D

スマート
メーター

サードパーティサーバー
OEM

サーバー

ユーザーの
スマートフォン

3
充電器

6
テレマティクス

テレマティクス
（サード
パーティ独自）

OEMサーバーにデータ格納されている範囲

4

2

1
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日本でも経済産業省によりOEMをはじめとする事業会社間の検討会が立ち上がり、
スマート充放電の実現に向けた環境整備の検討が進みつつある

出所：経済産業省, 2024 第5回グリッドワーキンググループ「BEVグリッドワーキングとりまとめ」

V2G環境構築に向けた行政・事業者コンソーシアム

34

EVグリッドワーキング

• 2023年5月～2024年2月

• 民間企業30社近くが参加

• BEVやプラグインハイブリッド（PHEV）の車両
データ活用をスコープに議論

• 送配電に関する基本ルール（フレキシビリティ
取引を用いるユースケース等）の検討案を提示

経済産業省 資源エネルギー庁

 今後、DERの活用に係る政策や、電気事業に係る政策、EV・充電
器に係る政策の検討を進めるに当たっては、本WGで整理した課題
を踏まえ、具体的な措置を講じていくことが必要。

 したがって、系統においてEVを活用する際に関係する民間での規
格等の検討とも適切に連携した上で、経済産業省の関係部局にお
いて、必要に応じて今回のWGの事業者・有識者委員にも個別にヒ
アリング等をしながら、業界・現場の声に十分に留意の上、課題の
精緻化等を進めていくことが必要ではないか。

EVグリッドワーキングにて示された指針

 電力サービスにおいてEVを活用する際に必要となるルール・ガイドライン等の検討が必要

 PwCコンサルティング合同会社ではそのような場の設置に向けて、関係者との連携を進めている

一般送配電事業者

アグリゲーター

OEM 有識者

充電サービス

電気自動車（EV）充電市場の見通し



電気自動車（EV）充電市場の見通し ―エネルギー×モビリティ事業へのシフトに備えて（1/2）

本レポートではStrategy&の欧州チームがEV普及状況とその課題、特に充電環境整備にフォーカスを置いてプレーヤー動向を分析し、
その先の市場構造変化の方向性を示唆しています。

本編でも紹介されているとおり、EV充電ビジネスは、充電器とその管理ソフトといった製品個別の物売りビジネスが一巡し、充電ポイ

ントオペレーター兼オーナーのようなモノ＋サービスを伴うビジネスモデルへと広がりを見せています。しかし、依然として収益性は改
善していません。一方で、Strategy&の別の欧州調査では、OEM（自動車メーカー）によるEV販促を後ろ盾に安価な充電料金を提供
するプレーヤーが、地域ごとの大手CPOとの提携でネットワークを拡大する傾向も観測されています。まだまだ市場構造が流動的な
中で、今後はEV販売という強い動機を持つOEMが重要な役割を果たしそうです。

次なる収益ポイントとしては、電力コスト削減（V1G、V2H/B）や市場への売電収入を得る（V2G）モデルが期待されています。英国で
は実際に、DSR*活用に向けた制度設計や毎年複数のV2X実証の助成金プロジェクトが立ち上げられ、国を挙げての取り組みが進ん
でいます。これは再生エネルギー主電源化や系統混雑といった課題への対応はもちろんのこと、EVが電力系統と融合することで新た
なエネルギー×モビリティ事業を生みだす兆しとも捉えられます。

日本でも徐々にEV普及、電力系統の広域化・市場化・DSR活用が欧米並みに進み、国内のV2G市場形成の土壌が数年後には整っ
てくることでしょう。ただし、EVと電力系統との統合・最適化には、相互接続性の確立に向けた技術的な課題が山積しています。車両

側と電力系統側とのデータ連携に関しても、公益視点とビジネス視点のバランスなど技術を超えた多くの論点が残されており、土壌が
整うのを待たず、一刻も早い検討着手が必要です。

*DSR: Demand Side Resourcesの略。需要家側に存在する系統向けの需給リソース全般を指す概念。省エネ・エネマネによるネガワット（デマンドレスポンス）と太陽光・蓄電池などの逆潮流を発生させるポジワットの両者を包含。

Strategy& 35
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行政府主導のコンソーシアム設立やV2X実証の助成金プログラムが欧米で進んでいるように、日本においても行政府と民間企業、
特に電力会社とOEMが連携を強め、国内の新たなエネルギー×モビリティのエコシステム形成に取り組むべきでしょう。

今後急速な進展が見込まれる事業構造シフトに向けて、EV関連事業者（OEM、充電サービサーなど）が考えなければならない主な
課題は何でしょうか。大きくは下記の3点が挙げられます。

a. 仕上がりの業界構造とは
電力側（電力系統、取引市場など）と、 DSR側（充電サービサー、OEMなど）からなる事業構造、データ流通構造の分析

b. 目指す事業ポジションとは
事業セグメントごとのKSF（重要成功要因）、競合動向、自社の強みを踏まえたポジショニングとビジネスモデルを踏まえた
持続可能性の把握

c. エコシステム形成に向けて組むべき相手は
エネルギー×モビリティ事業の全体スキームとパートナー候補の洗い出し・評価

本レポートが、上記のポイントを考えるきっかけや検討を推し進める一助となれば幸いです。

PwCコンサルティング合同会社

ET-IS ディレクター

志村 雄一郎
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Strategy& シニアマネージャー
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